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　〈 概要〉　
一

般的 に情報教育の リテ ラ シ
ー と して 、相変わ らず何処 で も 「ワー プ ロ

・表計算 ・

デー タ ・ベ ース 」 な どの教育が行わ れて きて お り、 こ の あ り方に つ い て模 索がな されて い る 。 本
研究は 、

一
つ の 考え方 と して 、 電子 メ

ー
ル とイ ン タ

ー
ネ ッ ト （ホ

ー
ム ペ ージの 作成を含 めて ） の

た め の 「ワ ー プ ロ 」、 ア ン ケ
ー

ト調査やデー ダー
ス を作 るため の 「表 計算亅 と言 う指導の 観点の

もとに実践 した情報教育の 試み を報告 したい と思っ て い る 。

　具体的 には 、 短大生 と小 学生の 電子 メール の 交換を通 して の 子供 た ちの 思い （心の 教育）やネ
ッ トワー クの 理 解 とネ チケ ッ トに つ い て 学ん だ体験談で ある 。

　〈 キ ーワー ド〉　電子 メー
ル 　イ ン タ

ー
ネ ッ ト　情報教育　情報活用能力　 日本語 ワー プ ロ

1 。は じめ に

　情報処理 の 指導観点 は従 来 、
コ ン ビ ＝．一 タ

リテ ラ シ
ー と して ワ

ー プ ロ や表 計算を学習 し

て か らその 応用 として 何 をす るか を考 える の

が普通で あ るが 、 これ をイ ン ターネ ッ トや電
子 メール の た めの

〜
っ の 道具 と して 取 り扱 う

こ とに した 。 近年 、女子短大生 で もパ ソ コ ン

ニイ ン ターネ ッ トとい う考えが あ りホ
ー ム ペ

ー ジや 電子 メ
ー

ル に強 い 関心 を持 っ て い る の

で 、 これ を利 用 して 、学生が主体的に 学ぶ こ

との で きる授 業の 実現を試 み よ うと考 えた も

の で あ る 。

　本報 告は 、 白梅学園短期大学教養科の 情報
処 理 概論 の 中に 、 ホ ーム ペ ー ジの 作成 と電子
メール を取 り入れ 、 北海道雨竜町立小学校の

生 徒との 交流を通 して 、 新たな視点で の 活動
の 在 り方を探 ろ うとい うもの で ある。

2 ．授業の 内容

　 具体的 には 、イ ン タ
ー

ネ ッ トの 体験 を通 し

て 学生が 楽 しみ なが ら通信 手段 と して の イ ン

タ ーネ ッ トの 世界に 触れ させ 、 情報の 収集や
発信に っ い て 情報の 即時性や ボー ダ レ ス 性 を

体験的に 学ぱせ よ うとす る もの で ある 。 さ ら

に 、 情報ネッ トワ
ー一ク の 体験 を通 して 、 国際

的な感覚の 基 礎を培 うこ とを期待 して い る 。

したが っ て 、 双方向性 を持つ 本授業は 女子短
大 生や小 学生 にお け るパ ソ コ ン やイ ン タ ーネ

ッ トの 有用性 に っ い て の 検証 を試み る こ とに

なる。授業 内容 は、

（1）

（2）

　 日本語 ワ
ー プ ロ Word6 ．0 の 基本操作 （検

定 1 級程度 の 文書作成）

　表計算 ソ フ ト Excl5．0 の 基本操 作 （表

計算 、 グラ フ
、 デ

ー
タ

ー ベ ー
ス の 作成）

（3）　 ホ ー ム ペ ー ジ へ の ア クセ ス （Netscape
　 Navigatorの 基本操作）
（4） 電子 メ

ール に よ る送受信 （Aレ Mai1 の

　 基本操作 と教師 と学生 、 雨竜小 との 交信）
（5） HTML に よ るホ ーム ペ ー ジの 作成
（6） デ

ー
タベ ー

ス の構 築
な どで あ る 。

3 ．育み、学ぶ

　 こ の ごろの 学生は 、 無 目的 、 受身 、 低思考、
自主意欲 欠如 、体験不足 と言われ て い る 。 こ

の 傾 向は 、年 々 高 くな っ て い る よ うに思われ
る 。 私は こ の 原 因 の

一
っ に 、 知識 ・

理解 中心

の 今の 小 ・中 ・高校の 偏差値教育に ある と考
えて い る 。

こ の 相対評価は 、 数学的 な計算上
の 個人 の 集 団にお ける客観的位置を示 す もの

で しか な く 、 子 供の 努力が成績 に反映 され な

い
。 特に 、 成績低い 子 ど もにお い で 無気力観

が発生 し 、 努力する こ とを放棄す る こ とが考
え られ る 。 その 点で 知識 、理解 度その もの よ
りも生 徒 自身が示 す努 力や積極性 を重視 して 、

指 導 目標 へ どれ だ け到達 した か を示 す絶対評

価 へ の 移行 を望ん でい る 。

　従来の 教育を 「教え」 「育て る j こ とと 許る

な らば、 こ れか らの 教育 は 、 生徒 自身が 1学
び lr 育つ 亅 ための 素材 と揚を提供 し 、 本時の

中で生徒や 学生 を励 ま し、奮 起 を促 すもの で

な くて は な らない と考えて い る 。 今 回 は こ う
した観点に た っ て 実践 を試 み た もの で あ る、

　今 日の 高度な科学 、 技術 の 社会に対処 する
に は豊 か な創造力や社会 との コ ミ ュ 嵩 ケ ー

シ

ョ ン 能力が 求め られ て い る 。 こ の 能力 は感性

や柔軟な発 想 とい っ た ソ フ ト能力を培 う必要
が ある 。

　教育の 現場で は 、
い ままで の 知識偏重教育

か ら創造性重視の 教育 へ の 転換が不 可 欠で あ

り、それ を育て るた め の 学校に 関わ る問題 は、
広 く小学校 か ら大学院 まで を包含 して 考えな

けれ ばな らない と思 うと こ ろで ある 。

　子 ども
一

人
一

人が これ か らの 社会の 中で 、
生 涯 に わた っ て 、 心 豊か に主 体的に 、 創造的
に生 きて い くこ とが で き る資質 や能力 を育成

する ための 努力 を して い きたい もの で ある 。

4 ．おわ りに

　今回 の 体験学習を通 して 、 小学生 も短大生

も ともに 、

（1＞ パ ソ コ ン に触れ 、 WWW を閲覧、検索の

　　 しか た を覚 えて イ ン タ
ー

ネ ッ トの 楽 し さ
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　　　を学び 。

（2）　 電子 メー ル の 読み 、 書きが で きる 。

（3） イ ン タ
ー

ネ ッ トに ホー ム ペ ー ジを開 く。

（4）　 本 学の ホ ー ム ペ ー ジに 研 究室 紹介 や 画

　　　像 （小 学生 の み）をの せ る。

な どの 教育効果 がみ られ た と思 っ て い る 。

〈 電子 メ ー
ル の 紹 介 〉

〈 ホ
ー ム ペ ー

ジの 紹介 〉

K、。 rL　Tib、 〈k，oga61at、at。 、1、Siiru・n ・．ac ．1’・〉 さ砌 メ ・
・k 一ジを継 は す ・

雨鷺 小 掌校 6 年生の み なさん ．は じめ ま して u そ して r一ん にちわ、

私 はラル ネーム を十 葉佳織 （ちば　か お り） とい い ます。

け ど、ほ とん ど学校 での 友迷は 私 の こ とを名字で 呼 びます。
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